
ＴＯＰ森のくれよん 2013 6 月活動報告 

 

IN 大原郊外学舎周辺 

活動日時： Ａ…6 月 30 日（日） 

活動プログラム： 

午前 

集合・あいさつ 

みんなおはよう！！ 

はじめましてだから緊張して

いるかな…？ 

でも遊べばもう関係ない！み

んなすぐに仲良しさん！ 

いざ！冒険へ！ 

 川遊びをしたいのに近くに川

がないあー… 

よし！みんなで探しに行こう！ 

 田んぼのあぜ道は、カエル、

ちょうちょ、とんぼなど生き物

がたくさん！ 

お昼ごはん 

たくさん歩いてようやく発

見！！たくさん歩いた後のお母

さんのお弁当は最高だね！ 

午後 

川遊び 

 とっても冷たくて気持ちいい

ね！そして、カニやおたまじゃ

くし、見たこともない生き物が

たくさん！！遊んでも遊んでも

遊び足りないね！ 

まったね～ 

 たくさん遊んで疲れたね！ 

けど、まだまだ自然の中で遊び

たいね！ 

 また9月みんなの笑顔に会え

るようにまったね～！ 

＜全体感想＞ 

 

今回初めて、幼児向けの野外活動を行いました。プログラムは、田んぼのあぜ道のお散歩

と川遊びを行いました。子どもたちは、はじめましてで緊張しているお友達もいましたが、

一緒に遊べばもう友達！朝から鬼ごっこをして早速仲良くなった様子でした。そして、いざ

お散歩に一歩踏み出すと、そこはみんなの宝箱でした。カエル、とんぼ、ちょうちょ…様々

な生き物や植物を見つけては捕まえ手に取り、目をキラキラと輝かせていました。川遊びに

おいても、子ども達は発見王でいつも我々を驚かせてくれました。改めて、子どもの発見に

は計り知れないものがあり、大人の目では見つけられないものを見つける目を持っているな、

と感じました。それが、幼児期ならではの感性であり、自然体験の中で身につけて欲しいと

思うところでもありました。幼児期の自然体験が乏しくなっている現代、日常と離れた自然

という空間の中で、秘めている感性や能力を思う存分発揮し、開花して欲しい、それを幼児

期から行うことで今後の大きな成長の過程になれば、と改めて実感しました。これからも自

然とともに子ども達の成長を見守っていけたら、と思います。 （濱野 かおる） 


